
職業的価値感に関する研究（1）

その率態印びに進蹄野と、叩平

武　　衛　　孝　　雄

　　　　　間題および研究目的　　　’

　職業が個人の経済状態。祥会的地位をはじ

め，生活の習憤をも規定する現代杜会におい

て，個人がどんな職業に就くかということは，

その生涯のほとんどを決定してしまうといって

も過言ではない。まことに，職業遂行能力は，

青年期における最も注目されるべき基本的課題

であり，職業の選択および準備は，青年期にお

ける重大な発達段階のひとつである。

　さて，個人の職業選択，職業的適応の要因と

して，従釆勇能カ的適性タ人格的適性夕職業的

興味をは㌣㌣し下・価野讐、野戸
足感，動機っけ，自己概念など個人の内在的，

情意的概念，欲求不満，自我、適応機制など個

人の内在的，精神分析的概念ならびに杜会的地

位，社会制度，慣習，労働市場など個人の外在

的，社会経済的概念などが挙げられてきた。（’）■

　本研究では，個人の職業選択，職業的適応を

解明するために，個人に内在する申心的概念と

してタ職業的価値感をとり上げ，その実態を分

析し，職業的価値感と上述の他の諸概念どの関

係を統合し組織化して検討し，職業的価値感と

職業志望との関連、志望職業間にみられる価値

感の差異などを探究し，さらに価値感研究と進

路指導との関連を解明したいと思う。

　いうまでもなく，人間は，あらゆる事象に対I

して，さまざまな視点からっねに良否の判断を’

しているのであるが，その判断の結果，対象に

与えられた良否の品等が価値であり，その認識

が価値感va1uesである。そして，対象認知と

同時的に形成されるこの価値感は，それのみで

個人内に分離，独立して存在しているのではな

く，他の上述のような内在的諸要因と密接に結

合しているのである。

　職業的価値感o・cupat1ona1Ya1uesは，職業

およびそれに付帯している種々の事象に対して

個人がもつ価値意識を総称したものである。

M　Rosenbergは，価値感の定義に，R　M
Wi11ia㎜s，Jr．の説を引用して、職業的価値感

とは，人たちが職業に対して欲し，望んだり，

理想的であると考えたり，あるいは義務である

と感じたりタ尊敬し，享楽したりする意識であ

ると述べている。（2）

　かくて，職業的価値感は，職業の選択ないし

決定がなされるところの必要な基準である。す

㌻わ苧・個人は千こg価値感の基礎㍗上に・一

職楽を志望し。あるいは決定す1るのである。個

人の適切な職業決定は，職業選択、職業的適応

と職業的価値感との一致においてなされるべき

である。そして，職業的価値感に関する的確な

把握は、個人の職業選択，職業的適応の解明に

とって，きわめて重要な思義をもつのである。

　職業選択過程を発達的にとらえたGm・berg

らは、11～18才頃の職業選択の主要因として，

11～12才に興味，・13～14才に能力，15～16才に

価値感がそれぞれ現われてくると述べている

が，増田氏の研究によれば，価値感は性能より

も先行して、12～15才（申学生段階）で，かな

り強い要因となって出現している二（3ジ

　価値感には，般に，その源泉として、まず要

求カ）存在しなければならない。すなわち，要求

のないところに価値は存在しえないのである。

しかも，個人に意識されている要求ばか一りでは

なく。章識亭れていない基本的な有機的要求に

いたるまで、．すべてが価値の源泉なのである9）

個人の価値感は，．もとよりきわめて主観的なも

のであって，これを客観的，実態的に把握する
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ために，価値感自体を追究するとい、うことは，

頗る困難であるから，本研究では，…個人の価値

感が上述の要求とその満足という形で表明され

た現象形態を通して，価値感の実鋤と接症した

いと思う。

　　　　　研　　究　　方　　法

　人は，はたして職業または職業生活に対し

て，どのような要求をもち，またその満足を求

めているであろうか。．とくに、現実に職業に従

事していない学生や生徒が，近い将来，就かな

ければならない職業または職業生活に関して，

何を期待し｝どういう要求の満足を重視して、

何に高い価値を体感し亡いるであろうかま）本

研究では，まず，これを解明するために，1963

年7月上旬，松江市内の公立申学校3年生約700

名を対象として，質問紙法による調査を施行

し，’有効回収数410（男220，女190）を得た。

　調査票は多進路志望調査と職業的価値感調査

とからなり，とくに後者は，M．Rosenbergの原

案（6）を，わが国の実情および筆者の過去3度に

わたる予備調査の結果を参考し，項目を改訂・

増補して作成した。なお，調査は，教室で実施

し，監督教官が質問紙の各項目’を簡単に解説し

ながら，順次，生徒に画答させ，また白由記述

欄を大いに利用させるなどじて，個人の現実的

な志望職業に対する要求や期待が質問紙に十分

に反映するように，特趾な配慮がなされた。

　　　　　　　　　　　　　　進路希望・職業価値感調査

　　　（調査削文）　　省　　　　略

　質問　1　（進学希望調査　5項目）省略

　質間　2・　〔職業希睾調査（産業別）3項目〕省略

　質問阜・　〔職業希望調査（職務別）ユ2項目〕省略

　質問　4．理想的な職業または仕事に対する人びとの要求を次に挙げました。このリストを読んで，あな

たあ志望する職業1（第1志望）が，どの程度，これらの要求を満足させるかを考えて下さい。回答は，次の

記入法にょること。

　　　　（記入法）イ　　あまり重要でない。または無関係たと考えている。

　　　　　　　　　口　　（普通程度に）重要だと考えている。

　　　　　　　　ハ……非常に重要だと考えている。

　　　　　各項目のイロハを上の規準に従って，そのいずれかに○をつけること。

　　　　例　　イ　ロ　◎（．）

φなたが希望している職業は，

1．自分の特別な能カや適性を生かす棒会が得られるパ…………

2．十分な収入を得て，豊かな生活をすることが期待できる。…・

3．社会的地位や名声が得られる。………・・…

4．社会に役立っているという誇りをもつことができる。・…・…・・

5．自分の創造性や独創性を生かすことができる。………一・…・・

6．安定した，保証された将来への見通しが得られる。・………・

7．さまざまな人たちといっレよに仕事をする機会が得られる。．・・

8．人間としての義務をはたしてい’るという喜びが与えられる。・・

9．他人からの監督を受げることが少なく，比較的自由である◎・

五0．昇進・昇給の機会が多い。…一・……・…・・

11．指導者としての能力がみがかれる機会が得られる。………・…

12．今まで世話になった人たちに報いる機会が得られる。……一

13．他人を助力（助成）す．る機会が得られる。……・…………・・…・・

14．冒険的なことやめずらしいこ・とや，他人のあまり

　　やらないことをする機会が得られる。…・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一24一
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雄孝衛武

15．その職業につくことによっていろんなことを勉学する機会が得られる。　イ　　　ロ　　　ハ（）

16．仕事の余撃や娯楽の時間が十分にとれ，楽しむことができる。一…一　イ　　　ロ　　　ハ（）

17一その他〔くわしく書いて下さい：　　　　　　　　　　　　　〕…　イ　　　ロ　　　ハ（）

　　あなたが，いまハを○で囲んだものがありましたら，それらのうちとくに重要なもの2つを選んで，

　　ハの次にある（）の申に，重要な順にユ，2の順位をつけて下さい。　（ただしハを○で囲んだ項目

　　がなかったり1つしかない場合は，そのままにしてわくこと。）

　　　1伊螂1イロ（≡）（1）

質問　5・　（職業興味・適性の自覚および職業情報収集の方法ならびにそれらの程摩に関する調査　3項

　　　　　目）省略

各1項目以上が選択イ　1項目，ハ，口，

されたわけである。

びよお結

亙職業的価値感の実態

　調査結果は，Tab1e1に示すとおりである。

すなわち，16項目の申で　1。適性が最も高く，

調査票の質問4における回答は，各項目に対し

て，イ　重要でないまたは無関係，口　　（普

通程度に）重要，ハ　非常に重要　の3段階に

まず評価させ，つぎにハを2項目以上にわたっ

てチェックした回答者にはミ5ハと評価された各

項目を比較させ，その申で最も重要だと考える

項目から順位をつけて2項目を選択させた。す

なわち，ハ（第1I位）11項目，ハ（第2位）

の
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8　義務
（ハ1最も重要）
ハ非常に重，要
口重　　　　　　要
イ重要でないまたは無関係

（9）

60
132
28
’　60，0
　12．7I

（18）

55
93
42

（…）1．I．

29．0κ二
48，9
22．1

（1パ1．61

225　54．9
70　17．1

9　自由

（ハ1　最一も．重　要）
ハ非　常1に’重　要
口重　　　　　．要
イ重要でないまたは無関係

（9）

49
102
69

（4．1）

22，3
46，4
31．4

（1）

29
92
69

（0．5）

15，2
・48，4

36．3

（10）

’78

194
138

（2．4）

19．O
，47，3

33．7

（3）

38
48
14

10　昇進

（ハ1、、一、最　も’、、重　要）

ハ非常に重要口重　　　　　　要
イ重要でないまたは無関係

（4）

33
122
65

15，0
55，5
29．5

。一（0）

　6
　109
　75

（0）

3，1

57，4
39．5

＊＊

1」（4）

39

140

（1，O）

9，5

56，3
34．1

11　指導者

（ハ’ガ最．も重．要）

ハ非常に重要口重　　　．一∴1一…要
イ重要でないまたは無関係

（6）

42
I106

72

（2’．7）

ユ9，0

48．2
3ム1

・（1）

24
85
81

・．．一44．7

、一42，6

（7）

66
191
153

（1．7）

16，1
46’．6

37．3

（4）

．32

r53

一ユ5

12　報一恩

（ハ1　最　も　重 要）

’♂輩∵常∴ド重嚢
イ重要でないまたは無関係．，

（2）

25
107
88

（O．9）

11，4
48，6
40．O

　29
、．，．80

　81

．．I（L1）

　15．4
・42㌧1

　42．6

．・（4）

　54
て87
169

（1．0）

13．2
・45．．6

41．2

13　助．力
1（ハ1最．も・重要）
ハ非　常　Iに　重　要

，一口重　　’■　　　要ヒ
’皿イ．重要でないまたは無関係

二（ユ0）

　53
100

　67

（4．5）

24，0
45ギ5
30．5

．（12）

　55
・’82

　53

・三（6．3）

∵28，9

　43，2
　27．9

（22）

108
182
120

．（5．4）

2614
’44，4

29．3

（10）

43
44
13

14　．冒．．険
（ハユ最も重要）
ハ非常に重要’百重　　’∵　｛｛’一一要’
イ重要でないまたは無関係

　（9）

　34
川’’65

　121

（4．1）

15．4
■29，5

55．0

（4）

29
’＾47

114

（2．工）I

15，2
24二7
60．0

（13）　　．（3I．2）

63　15．4
112　　い27．3

235　57．3

（1）

16
－40

44

15　勉学
（ハユ最も重要）
ハ非常に重要口重　　　　’　要
イ重要でないまたは無関係

（9）

80
103
－37

（4．1）

36，4
46．8

。’16．8

（18）

77
95
i18

（9．5）．

40，5
50．0
9－5

（27）

157
198
55

（6．6）

38．3
’48，3

13．4

16　余暇
（ハ．1最も’重一要）
ハ非常に重要口重　　　　．　要
イ重要でないまたは無関係

（7）

41
110
69

’（3．2）

18，6
50，0
31．4

（8）

33
85
・72

て4．2）

17，4
44，7
37．9

（15）

74
194
141

（3．7）

18，1
47，6
34．4

調　　査　　対　　象　　数一 220 190 410 4，585

注1．ハ（1）は，ハの内数である。一

2．有意水準：撚　O．01≧P：’＊0．05≧P＞0．01 （x亭テストによる。）

3．項目17（その他）で自由記述された内容を検討したとζろ，それらのほとんどすべては，16項目

のいずれかに属するものとして分類することができた。本表に示す各項目への反応数は，この自由

記述分をも含んでいるち！7）
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塩される傾向が認められ，職業また独職業生活

に対す之貞筆な態度が窺われる。（・）Rosenberg

は，同様の調査（項目1，2，3，5，6，7，
9，11，13，14からなっている）を夫学生を対

象としそ実施二しているが，その結果（Tab1e1

右端列）（9）と参考までに比較すれば，　とくに顕

著な差率gま“＝地位。．9。一自由，1L指導者。13。

助力の各墳目に対するそれぞれの反応の間に

実に44．5％の生徒によって非常に重視され、’ま

た、これを最高位に評価した者は，17．6％た達

している・一しかも夕これを無揖した隼徒は・u

％にすぎない。同様に観察すれば，ついで’5。

独創性，15、勉学，6。安定性，7。杜会性が重視

されてし、る批3・粋g・自中10・昇患。11・

指導者。’12．報鼠・14④冒険㌧16。余暇は。さほギ

童視されず，むしろ30％以上の生徒によって無
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みることができ，いずれもアメリカの学生のほ

うが，これらを高く評価している点にある。こ

のことは，筆者らの本邦大学生を対象とした調

査結果においても認められたところである。㈹

　つきに，男女差について考察すると，6。安定

性，8。義務，10。昇進，11．指導者の4項目にお

いては、男子のほうが女子よりも高く評価し。

逆に，7。社会性，15勉学の2項目においては、

女子のほうが男子よりも高く評価している（項

目8は5％永準，その他は1％水準で，男女差

に有、思性が認められる）。ω

　上述のことから，多くの申学生が自己の将来

の職業に対して高い価値を体感している点は，

その職業が自己の能力・適性を生かす機会とな

ることであり，ないしは，独創性を生かす機会

となることである。また同時に。職業生活から

得られる貴重な人生経験に最大の価値を見出し

ているのである二すなわち，かれらは，自己の

生来の，または後天的に獲得した，潜在力や能

力の活用に最大の強調点をおいているのであ

る。

　上述の適性多独創性の2つの価値は，同一の

個人において，年令（学年の上昇）とともに，

ますます重視される傾向があるということを

Rosenbergは報告している。また，杜会性や安

定性も重視されてはいるが，これらは，進級と

ともに次第に軽視されていく傾向を筆者も見出

している。すなわち，職業によって獲得するこ

とができるものから夕仕事そのものへの才能や

適性の活用へと移行するのである。さらに換言

すれば，道具的価値としての職業は、徐々に内

在的価値としての職業へと発展するのである岬

亙亙各価値感聞の関係

　価値感は，もとより，そのひとつひとつが，

完全に分離。独立して個人に内在するのではな

い。ゆえに，ひとつの職業的価値感は，当然，

特定の他の職業的価値感に連関していることが

考えられる。よって、つぎに個人の職業的価値

感相互の関係ならびに各価値感の位置づけに関

して考察したいと思う。

　Tab1e2　において，それぞれの職業的価値

感相互の相関関係により，その結合および排斥

孝　　雄

の程度を検討した。各価値間の相関は，それぞ

れ2つの価値間の心理的な隔たりと考えること

ができる。

　7。杜会性と13。助力との相関はタかなり高く

十。434を示すが，これらは一括して「社会に位

置つけられた価値群」People－or1ented　va1ue

com．p1・xあ1るいは杜会性重視群と考えられ，

これらの価値を重視した者は，職業を人間関係

から導き出される満足を得る機会としてみてい

る。

　2。収入と3。地位との間は，十、531，また，2。

収入と6。安定性との間は，十。470，さらに，2。

収入と10。昇進との間はタ十。463と夕いずれも

かなり高い相関が認められるが，これらは一括

して「外在的（付帯的）な報酬に位置つけられ

た価値群」extnns・・reward－on・nt・d∀・1ue

comp1exあるいは経済性重視群と考えられ，

ここでは職業が道具的価値としてみられている

のである。また，ζれらの価値とその他の価値

との相関が低いことから夕これらを重視した者

は、仕事自体から生み出される満足感よりも、

仕事をすることによって得られる報酬や地位に

高い価値を体感していることが知られる。

　4．杜会的貝献と8。義務との間には，十。371，

12。報恩との間には、I＋。443の相関がみられる

が，これらは一括して，「職業的義務感に位置

づけられた価値群」あるいは義務感重視群と考

えられ，日本特有の職業神聖視ともつながるも

ので，外国にはその例をみない考え方である。

Tab1e1で知られるようにタさほど顕著には現

われていない枇無視する者が多いともいえ

ず多職業に対するこのような考え方が，まだ根

強く残存していることは否めない事実である。

　5。独創性と1。適性との間には夕十。536という

かなり高い相関が認められるが，これらは一括

して「自已実現に位置づけられた価値群」se1f

express1on－or1ented．va1ueco㎜p1exあるいは

自己実現性重視群と考えられ，これらの価値を

重視した者は，職業それ白体に内在する価値を

高く評価し，仕事そのものを目的として，職業

を自己の才能や潜在力を表現するための機会と

考えているのである。㈹一

一27一



Table 2 ~r ~ {~ ~;,~~~ ~~i~ ~) ~~ ~l 

~f ~ 

l
 
t~D 

oo 

16~~ 

1
 

2
 

3
 

4 ' 5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10 ll 12 13 14 15 l 6 

1週1性・能．カ

＼
（一．i41）

（一．107）

（
十
．
4
7
0
）
＾

（一．士99） （一・12ρ） （十．064） （十・047） （十．105） （十．007）

一2収　　　入 一．273

＼
（十．594） （十．177） ．（十一342）（一、126） （十．工48）

（十．136） （一．336） （十・14ラ）

3社会的地位 ÷．208 十．531

＼
（十・907） （十．’331）く十．24ら） （十．166）

i

（t・369） （一．O02） （十．281）

4社会的貢献 十．255 r．278
』

i．・032＼ 一 ．5独　創　性 十．536 一．196　‘

一．145 十・28阜＼ （一．078） 〈十一牽2） （十．142）

1i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■ 一

（十i40）（十．430）

6安　定　性 十・ユ05　一 十ユ70 、十■．三393 十・295 ．一．279

＼
■（十．123） （一．d54）．　一

（一．063） （十1073） （十・136）

7杜　会　性 丁．218 斗．097 十ユ76一 十．202 ’’．172 十．091

＼
（十．005） （十，320） （十．580） （十．020）

8人間の義務 十．094 i．156 一．027 十．371 十．105 十．125 十．216

＼9自　　　由 一・0↓3 一．105 十1ユ35
二
．
1
阜
’
⊥
．

十二§b5 十一．056 一．109 一．129 ＼
（十．330） （十．045） （寸・369）

10昇進・昇給 二．082 十．463 十・37§ 十．052 一．218 十．385 十．073 一．066 十．187

一 ＼11指導者への成長 十．175 十．208 十．354 十．284 十・250 十．181　■ 十．154． 十．273 十．221 ÷．075　’

＼
（十．1220） （十、413）

12人々への報恩 十・09工 、．一．102 一．015 十．443 十．099 一十．213 十．151 十．394 一．086・ 一．0iO
十．ユ03

＼13助　　．力 十．21き ・一．199† 十．028 十．370 十．237
十
．
1
0
4
＾

十．434 十．247 十．122 一．084 十．322． ’十．097

＼
（十．339）

14冒　　　険 十．247 十．150 十．174 一．116 十．251 一．313 十．075 一．038 十．417 十．193 一．164 一．233ヨ 十．176 ＼15勉　　，学 十．309 ．十．029 十．233 十．087 十．乞93 十．081 十．227 十．005 十．276 十．185 一十．213 一．017 十．060 ・…＼
16余　　．暇 一．．080 十．032 十．164 ■．034

十．103■十．03う　　ヨ

十．118 一．020 十．144 十．083 一．002 一．070■　　ヨ 一．081 十．046 ・…＼+ . 183 ¥~ 

~E ~~~1~P~lf~ Rosenbergj J~ ~~~f~;~7T:~ 

~
~
 ~~ 
~: 
~
:
 ~1; ~
'
,
_
_
~
 

~
 ~
 
~
1
 
~
~
f
 



武　　衛

　職業的成功のための重要な条件のひとつとし

て，個人が適切な動機づけをもち，生産意欲を

かきたてることのできるような職業を選択しな

ければならないが、この生産意欲を発揮できる’

要因として，かつてB．・Ru・s・11は，個人がそ

の職場において自已の意志を働かせる可能性を

把持していることを指摘し，またH　J　Rutten

be・gは，職場における人々の基本的要求，生

産力および満足感に関し研究して、生産意欲を

高揚させて個人を職業的成功に導く重要な要因

のひとつが，上述の「自已実現」にほかならな

いことを主張している。㈹

　Tab1e2に示すように，1。適性および5．独創

性と2。収入および3。地位との間，14固冒険と6。

安定性との間などは，いずれも，若干の排斥関

係を示し，これらの価値は，それぞれある程度

対立していると考えられる。かくして，職業的

価値感における最も大きい心理的隔たりは，職

業に高い内在的価値を見出している者と，高い

道具的価値を見出している者との間にあるとい

うことができる。

皿且瓦志望職業間にみられる

　　　　　　　職業的価値感の差異

　前述のように，今回の調査では，進路のみな

らず，個人の職業適性の自覚・興味の程度，職

業情報収集の方法等をも併せて，具体的に把握

できるように配慮した。調査票に対するこれら

の回答を検討した結果，かれらは，すでに職業

に関する知識・洞察も深く、各白の志望職業へ

の意識もかなり明確であるが，申には，志望職

Tab1e3
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業と上級学校コース選択との関連において妥当

性を欠いていたり，志望職業と価値感との間に

常識的な矛盾が認められるような反応も僅少な

がら数えられ、ここにすでにこれらの生徒に対

する今後の進路相談の必要性を暗示していた。

　職業選択と価値感との間の上述の「矛盾」に

関する精密な科学的検討は，個人の職業的価値

感の発達・変化と，就職後の職業的適応，職業的

満足感およぴ職業的成功との関連など，今後の

かなり長期にわたる個人に関する追随研究の成

果を倹たねばならないのであるが，中学3年生
の発達段階にあ．っても，ほとんどの生徒におい

て，すでに職業的在値感が成立していて，また

志望各職業に対する価値のおきどころは，それ

ぞれ，きわめて至当のように思われた。

　つぎに，志望職業間にみられる価値感の差異

を検討するために，下記の職業群に属する職業

を第1志望とする生徒の調査票（有効票）を改

めて抽出し，これを本節における研究対象とし

て，かれら個々の職業的価値感を後述のように

して分析した。

　（1）農・林・漁業　（2）製造　（3）建築

　（4）販売　　15〕医療　　（6腫輸・通信

　171ジャーナリズム　18〕金融　（9〕芸術

　江O教職　　（1l）人文・杜会科学　（1a自然科学

　（13司法　　（14〕飲食。ホテル・観光　蝸公務’

　㈹貿易・商杜　uηサーヒス　般（前記以外）

　上記の各志望職業群において，抽出した職種

および男女別の抽出薮は，Tab1e3のとおりで

ある。

第3節の研究対象となった志望職業一覧表 （＊経済審議会分類による）

抽　　出　　数
対象とした職業群 対象とした職種共 調査票に現われた志望職名の例

男 女 計

農　・林　・漁 専門的，熟練的 10 5 15 技師，農林漁労務

製　　　　　　造 専門的，熟練的，管理的 20 10 30 技師，工員，工場経営

建　　　　　　築 専門的，熟練的 20 0 20 技師，大工，左官

販　　　　　　売 販売的 5 20 25 商店員，セールスマン

医　　　　　　療 専門的 15 5 20 医師，歯科医師

運輸　・通信 熟練的 15 10 25 運転士，交換手
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職業的価値感に関する研究（1）

ジャーナリズム

金　　　　　　融

芸　　　　　　術

教　　　　　　職

人文・社会科学

自　然　科　学

司　　．　　　法

飲食・ホテル。観光

公　　　　　　務

貿易　・商杜

サービスー般

専門的

事務的，管理的

専門的

専門的

専門的

専門的

専門的

管理的，事務的

事務的

事務的，管理的，熟練的

熟練的

合　　　　　　　　　　　計

15

15

5
10

10

10

ユ5

10

10

10

5

200

5
10

20

15

5
10

5
15

20

10

15

180

20

25

25

25

15

20

20

25

30

20

20

380

記者，編集者

銀行，証券会杜，保険会杜員

音楽家，画家

学校教員

大学教員，研究所員

大学教員，研究所員

判・検事，弁護士

飲食店・ホテル経営，同事務員

宮公庁職員

貿易・商社員

理髪師，美容師，ガイド

　かれらの職業的価値感を，第2節で述べた4

群に分け，川自己実現に位置づけられた価値群

（1。適性と5。独創性の2つの価値の重みづけの

平均評点をもって示す）121社会に位置づけられ

た価値群（7。杜会性と13。助力との平均評点）

13）外在的な報酬に位置づけられた価値群（2。収

入と3。地位と10。昇進との平均評点）川職業的

義務感に位置つけられた価値群（4。貢献と8。義

務と12。報恩との平均評点）Iとして，それぞれ

の価値群に与えられた重要性をもってタ選択さ

れた職業を，各群別にランクした。その結果を

表示すれば，Tab1e4～7のようになる。

　Tab1e4　「白已実現に位置づけられた価値群」

　　　　　の平均評点によって序列された職業

順位 職　　業 平均評点

1 芸　　　術 2．65

2 白然科学 2．58

3 ジャーナリズム 2．57

4 製　　　造 2．53

・5 建　　　築 2．45

6 農・林・漁 2．44

7 人文・杜会科学 2．43

8 医　　　療 2．41

9 教　　　職 2．33

10 サービスー般 2．31

11 司　　　　　法 2．26

12 運輸　。通信 2．20

13 飲食・ホテル・観光 2．08

14 貿易・商杜 2．04

ユ5 金　　　　　融 2．01

16 公　　　　　務 1．95

17 販　　　　　売 1．93

平　　　　　均 2㌧29

Tab1e5 「杜会に位置づけられた価値群」

の平均評点によって序列された職業

順位 職　　業 平均評点

1 サービスー般 2．47一

2 教　　職 2．44

3 公　　務 2．29

4 医　　療 2．28

5 金　　融 2．23

6 人文・社会科学 2．11

7 ジャーナリズム 2．06・

8 司　　法 2．05

9 貿易・商杜 2．02
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　この4つの表から明らかなように，選択され

た聯業と価値群との間には。二定の関連が今ら

すしる。

　すなわち，芸術多自然科学，ジャーナリズム多

製造などの各分野を志望する凸ものは，それぞれ

自己の将来の仕事に対する適性。．能力や独創性

の発揮を重視しており多ついで建築農林漁業，

人文1杜会科学などを志望するものが，これら

を重視している。逆に，公務や販売多金融など

の実業に進出しようとするものは，これらの自

己実現的価値を最も低く評価している。

　杜会に位置づけられた価値群は，サービスー

般，教職、公務，医療などに進むものが、つよ

く強調している。これは，明らかに、以上の職

業が直接人間を対象とし，他人とともに協力し

て遂行されるべき性格をもっていることと関連

しているためである。逆に，この価値群が、農

林漁業，芸術，自然科学，製造などの領域を目

ざすものにとって，無視されがちであ一ることも

また当然である。

　飲食。ホテル・観光，金融，販売，貿易・商

社などを志望するものは，外在的報酬（収入・
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↑ab1e6　「外在的報酬に位置づけられた価値群」
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職業的価値感に関する研究（1）

地位）を強調しており，逆に芸術，人文・杜会

科学，農林漁業などの方面に進むものは，これ

らを軽視している。また、公務至教職多自然科

学などを志すものは，収入や地位を低く評価し

ているが，将来の安定を非常に重視している。

　職業的義務感の若干高いものは，医療，農林

漁業、サーヒス　般，司法などに従事しようと

するものにみられるが，金融，販売，飲食1ホ

テル・観光などを望むものは，これを無視して

いる。宗教を志望するものが夕ほとんどなかっ

たので，本研究では抽出職業群に宗教を挙げる

ことができなかっだが，宗教の分野を志望する

ものは，他の職業志望者とは明確な有意差をも

って，おそらくここで最高位にランクされるで

あろう。

　つぎに，具体的にひとつの職業的価値が，上

述のどの志望職業群において，高く評価され，

大きく考慮されているかを検討してみると，お

およそ次記のようにいうことができる〔以下の

記述申における高低両価値間には，5％水準で

有思差が認められた（X2テストによる）〕。

　11〕　「適性」については，いずれの職業でも

　　かなり高く評価されていて，志望職業間に

　　有思差は認められない。

　（2）　「収入」については，金融，飲食1ホテ

　　ル・観光，販売の各志望者で高く評価さ

　．れ。芸術，教職，．人文・杜会科学の各志望

　　者では、低く評価されていて夕あまり考慮

　　されていない。

　（3）　「地位」については，中学3年生のこの

　　段階では，あまり考慮されておらず，志望

　　職業間に有思差が認められない。

（4）　「社会的貢献」では、医療と教職の志望

　　者において，わずかに優位が認．められる

　　が，他の志望職業との間に有思差はみられ

　　ない。

15）「独創性」については，芸術，自然科

　　学，製造，ジャーナリズム，建築の各志望

　　者に高く認められるが，逆に，公務，金融，

　　販売の各志望者は，その職業によって自已

　　の独創性や創造性が生かされるとは考えて

　　いないようである。

16）　「安定性」では，Tab1e6の右端列に示

　すように，公務志望者がこれを最も高く評

　価し夕芸術志望者は夕ほとんど考慮してい

　ない。

17〕「社会性」については，公務志望者が

　最高位にあ、り、以下の順位は、おおよそ

　Tab1・5に準じているが，志望職業間に

　有、思差は認められない。

（8）　「義務」を重視するものは，教職志望

　者に若干見受けられるが多金融多販売の

　各志撃者においては。ほとんどみら．．枠な

　い。

19）　「自由」にっいては，芸術，教職の各志

　望者にみられるが多公務，金融の各志望者

　では認められない。

ω　「昇進」については，（2）とほぽ同様の傾

　向であるが，金融志望者が最高位に，つ

　いで貿易・商社，飲食・ホテル・観光の順

　にランクされ，農林漁業，芸術の各志望者

　が最下位である。

u1l　「指導者」では，教職，公務の各志望者

　に顕著にみられ，農林漁業，芸術の各志望

　者からは無視されている。

⑫　「報恩」では，サーヒス　般，医療，司

　法の各志望者に若干の高得点を記録した

　が，他の志望職業との間に有思差は認めら

　れない。

l13〕　「助力」という価値は，サーヒス　般，

　教職，人文・社会科学，医療の各志望者に

　よって高く評価され，農林漁業，芸術，製

　造の各志望者は，ほとんどこれを無視して

　いる。

（ω　「冒険」については，ジャーナリスム，

　飲食・ホテル・観光の各志望者が高く評価

　し，公務，教職，人文・杜会科学の各志望

’者が最も低く評価している。

㈹　「勉学」では，いずれも高く評価されて

　いて，各志望職業間に有意差は認められな

　い。

（1θ　「余暇」を重視するものは，公務、教

　職，医療の各志望者にみられ，またジャー

　ナリズム，貿易・商杜，製造の各志望者

一32一
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　　は，これらの職場がつねに多忙だという印

　象をもっているらしく，ほとんど無視して

　　いる。

　以上は，職業的価値に関して各志望職業間の

差異をみたのであるが，つぎに各志望職業は，

孝　雄

いかなる職業的価値に誘意性をもっているか、

志望職業を申心とした価値体系について，各志

望職業ごとに概観すると，．Tab1e8のように

なる。

Tab1e8各職業志望者の価値感における顕著な傾向

価値
志望職業　　　　　＼

高く評価されている価値1 無視または低く評価きれ下いる価値一

農　林　漁　業 杜会的貢献 指導者，昇進，助力

製　　　　　　造 独創性 余暇，社会性，助力

建　　　　　　築 独創性
販　　　　　　売 収　　入 独創性，義務，報恩

医　　　　　　療 収入，地位，杜会的貢献，助カ，余暇

運輸　へ　通信 報　　酬

ジャーナリズム 冒険，適性，独創性・ 地位，余暇．

金　　’　　　融 収入，昇進 冒険，自由，義務，報恩

芸　　　　　　術 遭性，独倉雌，自由
f指導者，助カ，収入，安定性，t社会性，昇進

教　　　　　　職 安定性，指導者，助カ，余暇，義務，自由 収入，冒険

人文・杜会科学’ 適一準 冒険，．収入

白　然　科　学 適性，独創性 収　　入

司　　　　　　法 義　　務

飲食・ホテル。観光 収入，冒険 報　　恩

公　　　　　　務 指導者，余暇，安定性，杜会性 冒険，自由，独創性

貿易　・商社 昇進，収入 余　　暇

サービスー般 杜会的貢献，助カ，報恩，杜会性

上表から，とくに顕著な傾向を略述したい。

（1）公務員志望者においては，職業の「安定

　性」が追求され，「冒険」や新奇な経験は

　無視されている。

（2）ジャーナリスト志望者では，とく1に「適

　性」と「独創性」と「冒険」が高く評価さ、

　れ，「地位⊥は低く評価されている。これ

　はジャーナリズム出身の政党政治家とも一

　脈相通ずる傾向であって，官僚出身の代議

　士とは，この点で異なっている。

（3）芸術関係志望者では、「独創性」や「適

　性」への価値が大きく考え．られ，丁指導者」

　への成長などは，考慮されていない。

（4）人文・社会科学や自然科学の研究を志望

　するものでは，「適性」を生かすことが第

　一に重視され，「収入」や「冒険」につい

　ては，考慮されてボない。

15〕教職志望者においては，他人を「助力」

　するという価値が，とくに高く評傾されて

　いる。

16）医師志望者は「助力」および「余暇」の

　活用とを高く評価し，同時に「地位」や

　「社会的貢献」も併せ考えられている。

17〕工業技術関係志望者では，「独創性」が

　重視され，「助力」が軽視されている。

（81金融関係志望者においては，「収入」と

一33一



職業的価値感に関する研究（1）

　　「昇進」がとくに重視され，「自由」‘や

　　「冒険」などのボヘミァン的価値感はもっ

　　ていないようである。

　19）貿易。商杜員志望者においては，「収入」

　　がとくに重視されている。

　上述のように，職業的価値感の上からみて

も，また職業選択の遇程からみても，両者の構

造的関係は，きわめて密接なものがあると考え

なければならない。

　従来、職業選択に及ぽす要因として，前述の

ように適性（たとえば，手先の器用さ，言語能

カ，数的能力など）や人格特性（たとえば外向

的性格とセールスマンなど），あるいは興味（

たとえば芸術型，書記型など）が，とくに強調さ

れてきた押これらの要因は，申学生低学年以下

の段階においては，きわめて重要であり，また

これで十分であるかも知れないが、申学上級生

以上の職業発達段階においては，選業選択は，

たんに性能や個人的関心のみでなされるのでは

なく，個人の全人的な価値意識の根源にふれて

なされるものとなる。すなわち；選択された職

業により，その個人の価値1要求を満足させ，

また杜会からの期待に応ずるのである。この意

味で申学上級生以上における進路指導は，この

職業的価値感の構造に関する基礎的研究や考察

なしには，成功しえないものと思われる。

　職業的価値感研究と進路指導との

　　　　　　　　関連および今後の聞題

　本研究における対象は，申学3年生であるか

ら，今後の生活過程において、新しい価値感や

欲求がうまれ，その後にさらに変動や葛藤が生

ずることは，十分に予想される。また，志望し

ている職業が一律に同じ性格のものでなく，企

業体の規模や組織の申の地位などによって変わ

ってくることも当然である。それ故，かれらの

職業的価値感の発達・変化などに関する追跡研

究が必要とされるわけで，本研究の本来の目標

も，実はその点にあるのであるが多併せて現実

の進路指導の場においても，かれらの職業選択

の根底にある上述のような職業的価値体系への

洞察がきわめて重要な意義をもってくる。

　申学生における職業指導に関する従釆の研究

は、主として適性。興味・人格特性の3方向か

らなされてきているが，本研究で晦らかにされ

たような価値感は，かれらに芽ばえ始めたぱか

りとはいえ，この方向からの究明も，けっして

ゆるがせにできないと思われる。

　従って，学校における進路指導も，その方法

として，従釆から職業適性検査や職業興味検査

などがよく利用されているが，これだけに終始

するのは，申学初年級までの段階である。DE

Superらも述べている職業的発達段階における

興味期（11～12才），能力期（13～14才）の次

に来る14才以上の開発期においては，職業に対

する要求，興味，価値，機会などが全面的に考

慮されるとしているのであるが，㈹この時期は，

ちょうど申学上級から高校，大学にいたる職業

的発達段階にあたるのである。青年期の重要な

特徴として精神的世界，価値の発見ということ

が　般にいわれているが，この時期を体験しつ

つある生徒は，今後成長するに従って，きわめ

て複雑な価値体系をそなえていく。青年はその

独創性を生かし，自己の適性を開発させたいと

希望する反面，志望する一職業から得られる外

的報酬，すなわち収入，地位や安定性に欠けて

いる点も考慮しなければならない。それは，た

んに自已実現への価値・要求のみでなく、他人

への助カめような杜会的価値の実現の場合など

にもいえるであろう。

　このような偶人的，杜会的価値体系の確立に

ついては，従来は，申学生の発達段階ではほと

んど問題にされず。その進路指導においては，

個人の職業的適性の分野をさくり，その職業的

興味の方向を明らかにすることによって，職業

選択上の助言を行なっていたのであるが、これ

では十分ではなく，今後の進路指導は，前述の

ような価値感の葛藤を解決し，個人的にも，ま

た杜会的にも満足されうるような職業選択の決

定行為にその核心がおかれるべきである。そし

て，一生徒によって選択された職業が、かれの

個人的，杜会的価値。要求をどのように満足さ

せているかによって，卒業後の職業的適応がほ
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とんどきまると考えられる。㈹かくして，真の

進路指導は，従来からある前述の他の方法と併

せて多職業的価値感のダイナミックな構造を把

握する’ことなしには、とうてい行ないえないの

である。

　本研究で用いられた調査資料は，上述の意味

において多進路指導計画や進路相談一に関連し

て，生徒の職業志望や価値感に関する全体把握

のみならず，進路指導の直接の資料として、

個人の理解のためにも用いることができる。

個人の職業的発達は，職業選択をもって完了す

るのではなく，その生涯を通じて継続するので

あるから，職業的価値感発達の研究について

は，心理学。教育学・杜会学・経済学等の総合

的見地からなされる，きわめて長期的な態度を

必要とするが、そのような継続的調査研究，卒

業者へのフォロー・アップにより、職業的成功

と職業的価値感の発達との関連を追求しなけれ

ばならない。その研究成果に基づいて，志望職

業と価値感との間に矛盾が認められ，葛藤に悩

んでいる現実の個々の生徒や学生に対しては，

現在かれによって重視されている価値を満足さ

せるような職業を選択するように指示したり，

あるいは，かれの価値感と心理的に接近してい

る価値を見出させ、それが満足されるような職

業を示唆したりなどすれば，個人の志望職業と

職業的価値感に関する調査研究そのものが，他

の資料とともに進路指導に大いに役立ちうるで

あろう。本研究は，進路指導の上述のような新

しい方法への試みとして提案する次第である。

　　　　　　　要　　　　約

　個人の職業選択，職業的適応の重要な要因と

して職業的価値感をとり上げ，その実態を把握

し、志望職業間にみられる価値感の差異を検討

して，職業的価値感研究と進路指導との関連を

解明した。方法として，M．Rosenbergの原案

を改訂して，つきのユ6項目からなる「職業的価

値感調査票」を作成し，進路志望調査とともに

実施した。①適性　②収入　③地位　④杜会的

貢献　⑤独創性　⑥安定性　⑦社会性　⑧義務

⑨自由　⑩昇進　⑩指導者　⑱報恩　⑱助力

孝　　雄

⑭冒険⑮勉学　⑯余暇。

　その結果①、⑤，⑥，⑦，⑮などの価値は概

して重視され、③，⑨多⑯，⑪多⑫タ⑭タ⑯な

どの価値は軽視ない・し無視される傾向があるg

これを男女別についてみると，男子では，⑥，

⑧、⑩タ⑪が，女子では，⑦，⑮が，それぞれ

とくに高く評価されている（各1～5％水準で

有思）。

　上記各価値間の相関を検討することにより、

つぎの4つの価値群を抽出することができた。

すなわち，職業的価値感は，大別して、つぎの

4群に分類できるのである。

　a。自已実現に位置つけられた価値群（自己

実現性重視群）　b。杜会に位置づけられた価

値群（杜会性重視群）　・。報酬に位置つけら

れた価値群（経済性重視群）　d。職業的義務

感に位置づけられた価値群（義務感重視群）か

くて，人が，上記4つのうちのいずれの価値を

重視するかによって，その人の職業ひいては生

活に対する態度も変わってくるであろう。

　志望された職業のうち，18の典型的な職業を

抽出し多それらの職業を志望するものの価値感

に関して分析した結果，それそれの，職業に対

する価値のおきどころが明確に異なることが認

められた。たとえば，芸術関係志望者は自已実

現性を重視し，報酬を軽視し，また飲食・ホテ

ル・観光業志望者は報酬を重視し，職業的義務

を軽視し，あるいは社会性を重視するものはサ

ービス業の志望者に，自已実現性を軽視するも

のは公務員志望者に，それぞれ多く認められる。

　今後は長期にわたる追随研究により、各個人

の職業的価値感の発達と職業的適応，職業的満

足感、あるいは職業的成功との関連を把握して

いきたい。かくして、個人の職業的価値感の研

究は、現実の志望進路と価値感との間に矛盾が

認められる生徒や学生に対する積極的指導など

に，直接利用することができるであろう。

　従来夕偶人の職業的適応や職業選択は，主と

して，興味，適性，人格特性などの要因によっ

て理解され，従って，学校教育における進路指

導の実践も，ほとんどそれらの要因を申心とし

てなされてきたのであるが，職業的価値感が成
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立する申学上級以降では，本研究で論じたよう

な価値感をも他の要因と同等に重視し，この要

因を積極的に導入することによって充実した進

路指導がなされる必要がある。

＜付記＞　この研究について，近畿大学助教授

広井甫，大阪大学教養部講師申西信男の両先生

から懇切なご指導を賜わりました6ここに深甚

の謝意を表します。
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